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則1718（general rules of morality，以後，一般的諸規則）へと昇華される19。一般的諸規
則は，中立的な観察者が主体の行動を制御不可能となる，自己欺瞞という問題に対処する
                                                   































































































                                                   
24 スミスの真の宗教的態度がいかなるものであったのかは，未解決の論争となっている。
彼の著作中には理神論的な記述が多く見られるが，実は理神論者を装っていたに過ぎない
とする立場がある（Lindgren 1973：148，Kristol 1980：204，ラファエル 1986：41-42，
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